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11耐井114.O年度 目聖子市

(1)収益的収入及び支出

収入

予 筑

区 分
当初予算額 補正予算額 地方公営企支業法第係24る条財第源5充項当の額規

定Kよる 出額K

第 1款水 道 事 業収益 2 24;2 78，0 0 0 1 1， 41ス000 ， 。
第 1項 営 業収益 223，302，000 号805，000 。
第 2項営業外収益 976，000 。

支出

ャー一ー自由ーーーーーーー

予 算

区 分 当 初 !補 正

予備出額費引 増流 用
条地業規方第定法公営企第 24 

予算額 予 算額 支 減額
5項の
Kよる

支出額
第 1款水道事業費 224.2 78，00 0 1 1，4 1ん000 。 。

第 1項営業費用 1 5ヌ878，000 吹675.000 3，606.1 83 。 。
第 2項営業外 費用 58，91ス000 1， 1 04，000 。 。 。
第 3項予備費 5，483，000 638，000 ム3，606，183 。 。
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水道事莱決算報告書

(単位向)

額
， 

予算額忙比べ

決算額の増減
備 考

-fr 計

235，695，000 I 251，276，482l 1 5，581， 4 R2 

2 3 3，1 0 7， 0 0 0 I 248，352，7991 15，245，799 

2，588，000 I 2.923.683| 335.683 

h 

(単位円)

60 

額
地方公営企一一ー

地業法方公営企 | 業法第 26 

言下
第 26 1

よロ〉 言十 |決算額
条第 2項の

不用額 備 考条第2項の 規定Kよる

建議!る 繰越額

695，000 o I 2 3 5，6 9 5.0 0 0 22ス87呪631 。ス815，369 

1 5呪1.83 。1 7 3，1 5 9， 1 8 3 1 6 7， 9 1 5.3 6 0 。5，243，823 

021..000 ' 。60，021. 000 5史964，271 。 56，7 29 

51 4.8 1 7 I 0 I 2.51 辺 8~_71 . ~L 。2，51 4，81 7 

1 73， 

2 

， 
， 

KJU 



1 

(2) 資本的収入及び支出

b 収; 入

区 分 2

しー
第 1款資本的収入

第 1項企業債

一一
第 2項 他の会出計資か金ら

lJ負担金
項 売固定却資代産金

支 、出

区 分

第 1款資本的支出

一一
第 1項建設改良費

第 2項償 還金

第 5項投 資

日付イ~ 1I 4 fj年度 ー日野市

予 算:

地方公営企業

法第 26条の

当初予算額 補正予算額 計
規定Kよる繰

， 越額K係る財

源、充当額

348，1 35，000 1 8ス993，000 5 3 6，1 2 8，0 0 0 、
。

3 0 5，0 0 0，0 0 0 1 4 9， 0 0 0，0 0 0 4 54，0 0 0，0 0 0 。
12，200，000 1 5，000.000 27，200，000 。
ω935.0日日ト…。 54，928，000 。

。
止

予 算

地方公営企

継逓越続額次費繰 I当初 補正 業法第26 
小計 条の規定K

予算額 予算額 増減額 よる繰越額

開 22000 1179，212000 o I 578，334000 
512間十十

トー一ー

384;122000 17ス512000 o I 561，634000 5512000 

15DOOOOO 1，50∞00 。16500000 。 。
。20∞00 。 20即00 。 。

資本的収入額が資本的支出額K不足する額111， 2 3 0，1 1 6は損

-6ー

水道事業決算報告菩

(単位円)

額 一寸

継K続係費る、財逓調巨充次繰当越額Iバロh 

決算額
予算額ゆ | 

備 考

計 決算額の増減

. 

。5 36，1 2 8，0 0 0 33ス47引186 ム 19 8，6 4 8，8 1 4 

。454，000，0 Q 0 25呪000，000 ム 195，000，000 逓財源次、繰充越当金K係る

。
2ス20山。| 。

~ ト一一一 。 54，928，000 
ム5，65518010401| 

ートー一一一 。 。 ス000 I 

(単位円〉

額 翌年度繰越額

地方公営企

業法第 26 
。南 考

合計 決算額
条の規定K

逓次繰 合計

よる繰越額
越額

日3846000 348709，302 。197，761.000 19ス761，000 3ス5万，698

56ス146000 33201完987 。197，761，0no 19ス761，000 5ス367，D13

16，500000 '16498709 。 。 。 1，291 

200DOO 192606 。 。 。 ス394

益勘定留保資金で補てんした。
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昭和 46 年度

日野市水道事業財務諸表

• 
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F営業一収 益

(1 )給水収益

(2) 受託工事 収益

(3) その他営業収益

3. 営業外収 益

(1)受取利 J患

(2) 徴収受託料

(3) 雑 収 入

当年 度総利益

4. 営業外費用

(1 )支払利息

当年度純利益

2-

昭 和 4 6 年度日野市

円

2 0 0， 2 4史46.1 

3 4，1 0 6，5 0 3 
唱

13，996，835 

2，2 6 4，6 16 

5 0 1， 6 9 6 

157， 371 

5号96 4，2 7 1 

水道事業 j妻、一益計算書

(昭和 46年 4月 1日から昭和 47年 3月 31日まで)

24 8，3 5 2，7 9 9 

2，9 2 3，6 8 3 

5 9， 9 6 4，2 7 1 
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収 益 :貸用 明紬書
収入 (単位円)

毒k

項 J二目 節

水道事業収益
時一

営 業収
トー

決 ' 算 額 予 算 額 備 考
一

251， 276.482 2 3 5. 6 9 5. 0 0 0 
一ー一司

2 4 8. 3 5 2. 7 9 '.9 2 3 3. 1 0 7， 0 0 0 

給 水 収 益
トーー

水 道 料 金 t 
2 0 0， 2 4 9. 4 6 1 1 9 4.9 3 5.0。什

月一

2 0 O. 2 4 9， 4 6 1 1 9 4.9 3 5.0 0 

受託工事収益 3 4.1 0 6，5 0 3 2 9.8 7 5，0 0 0 
-ー

新設工事収益 3 2，-3 zt 6. 7 9 5 29，027， 000 
一一 一一

修繕工事収益 8 6 6，9 4 8 2 58，0 0 0 

改良工事収益
一一トー

8 9 2， 7 6 0 5 9 0，0 0 0 
一一

その 他営業収益 1 3，9 9 6，8 3 5 8，2 9ス000
一一一

手 数 料 3，59 5，9 3 9 2，594，000 
ー一 一

|雑 収 益 1， 4 3史65 4 48 8，0 0 0 

負 担 金 8，5 5ス199 4，7 1 6，0 U 0 

料金特別措置補てん金
一

営業 外収 益

~ζ L 取 利 息

-4 0 4，0 4 3 499， 000 

2，9-2 3，6 8 3 8， 0口OL
2，2 O 4，6 1 6 2，0 0 0.0 0 0 

ーー

預 金 矛日 J患 2，2 6 4，6.1 6 2，0 0 0，00 0 

徴 収 受 託 料 501， 696 487，000 

、ミ 徴 収 戸~く~ 託料 501，696 4 8ス000
一

雑 収 入
ト一一 一一一一

157，371 1 0.1， 0 0 0 
一 ー

雑 収 入
ー. 1 5ス37 1 1 0 1. 0 0 0 

支出
一一

(単位円)

'款 項 目 節
一寸ーー

備 来、，決 算 額 予 算 額

水 道 事業費
2 2ス879.63.1 2 3 5. 6 9 5， 0 0 0 

営 業 費 用
一ー

原水 及び浄水費
ーー

1 6 7， 9 1 5. 3 6 0 1 7 3. 1 5呪18 3 I 
ト

4 5.5 8 5，5 3 0 47，116，715 

給 料

手 当

8， 7 0 3， 1 8 1 -L--fL2211-ト一一一ー

8，2 0 2，71 5 8，2 0 2，71 5 
， 

法定 福利 費
」

8 7 5，9 8 2 89 0，00 0 

被 B民 費 1 8，9 5 0 2 0，0 0 0 

備 消 品 費 1 4 2，5 2 5 1 5 2，0 0 0 

~ι L 水 費 1， 5 3 3，6 8 0 1， 5 6 6， 0 0 0 
--- .J-. 
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款 項 自

配水及び給水費
トー 一一一 一

トー

ート一一一一一-

ー一トー

戸Pζ1，. 託 工 事 費

一一一

トー一ーー一一一ー

ト一一一一一・

トーーー

ト一一ー 、

総 係 費
ト一一

二二一一一-l 一一卜
16-

節

光 熱 水 費

印 刷 製 本 費

委 託 料

修 繕 費

動 カ 費

薬 品 費

料 l給

手 当

法定 福利 費
ー一

工 事 請負 費

備 消 品 費

材 料 費
ー

修 1内ト寺口 費

給 料
ーー

手 当

法 定 福矛リ 費

ヱ 事 誇負 費

「五 sR 費

備 消 ロロロ 蚕1
委 託 料

燃 手ヰ 費

印 刷 f製 本費
ー一

イ彦 繕 費

路 面 復 !日 費

材 料 費

*ムロ 料

手 当

賃 金

法定 福利 費

旅

退 職給 与

t 

• 

決 算 額

2 5， 9 4 3 

7 8，0 0 0 

1， 0 3 4，4 0 0 

216.840 

2 4. 354，2 1 4 

59 9， 1 0 0 

1 2，4 8 0.6 3 5 

4， 7 8 9， 4 0 0 

4，8 8 0， 5 7 1 

48 4，0 9 8 

19 2 0.04 6 

16 6.7.8 0 

2 2ス890

1. 5 1呪589

-65J7寸

(単位円)

予 子一石7一語一一一-z一一一寸

二二五000 -+-1 _ _  

1 6ス000

8 1 5.0 0 G I 

36.0 0 0 I 

一一一五百汀↑

5.59ス000

-:-1 7ー



款 項 E 

ト一一

ーー叩

ー- 一 巳

一一，ー』一 一 ー

|減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

卜一一一一

営 業 タi 費 用

支 払 別 患、

一一一

雑 支 出
一

予 備 費

予 備 費

一， 8-

節

被 ~R 費

備 t向 品 費

燃 料 費

光 熱 水 費

印 刷 製本 費

通 信 i塞 搬 費

委 託 料

手 数 料

賃 借 料

修 繕 費

研 修 費

交 際 費

食 糧 費
一

会費 負 担 金

保 険 料

補 償 メ王立ド

有彰固定資産減価傑P費

回定資産除去P費

樹 生P 滅 耗 費

一

企業 債矛リ ，息

償還 金 利 ，患

借‘ 入 利 ，息

雑 支 出

予 備 費

4 

一一ー一一一ーーーー

決 算 額

96，9 7 0 

7 1 5，2 6 7 

4 8 5.7タ4

8 3，9 1 7 

73 4，4 2 5 

67 4，2 4 3 

4，426，3 1 Z 

10，800 

45 3， 6 4 0 

4 02.54 5 

25， 6 0 0 

196，304 

4 3.9 9 5 

3 5，8 8 0 

2 0 4，7 5 4 

( 単 位 円 )

1 T一干額 i正三三

4.5 3 9，0O01 

11.000 I 
46 0， 1 9 2 I 

3 9， 1 2 8， 0 O. 0 

5 0 2，00 0 I 

25 1. 0 0 0 I 

2 5 1， 0 0 0 

1， 0 0 0 

2，51. 4，8 1 7 
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書

決 算 額

3 3ス47呪186 536，1 2 8，0 0 0 

2 59， 0 0 0.0 0 0 4 5 4， 0 0 0， 0 0 0 

2 5 9，. 0 0 0， 0 0 0 4 54，0 00，0 0 0 
一一

2 5吹o0 0，0 0 0 4 5 4， 0 0 0， 0 0 0 
ーー

2ス20 0，0 0 0 2ス20 0，0 0 0 
ーー一一一一

2ス20 0， 0 0 0 2ス20 0，0 0 0 I 
一一

2ス200，0 0 0 2ス20 0，0 0 0 

5 1， 2 7 2，1 8 6 54，9 2 8，0 0 0 

‘5 1， 2 7 2，1 8 6 5 4，9 2 8，0 0 0 
一一一一向

5 1， 2 7 2，1 8 6 5 4，9 2 8，0 0 0 

:干ス000
一一

ス000

ス000
一一一」

(単位円)

「
一T

決 算 額 予算額 ! 備 考

3 4 8， 7 0 9， 3 0 2 5 8 3， 8 4 6， 0 0 0 

3 3 2，0 1ス987 5 6 7， 1 4 6，0 0斗
306，2 72，6 7 7 

7;十「一ー2 7 3， 3 4 9， 0 0 0 5 0 2，9 3スo0 

8 1， 4 2 6 1， 1 0 5， 0 0 

2 0，8 0 0，0 0 0| 
ー一一

2 0，8 0 0，0 0 0 

1 2，0 4 2，2 5 1 1 5， 1少4，0 0 0 
一一一

9，4 4 5，5 3 0 9， 0 4 0，0 0 0 

呪44 5，5 3 0 呪o4 0， 0 0 0 

2，4 7 2，5 0 0 2，9 0 3，0 0 0 

2，4 7 2，5 0 0 2，9 0 3，0 0 0 

1 3，8 2 7， 2 8 0 1 5， 1 6ス000

6，5 3 4，2 0 0 スo5史83 1 

6，290，745 6，9 8 0，0 0 0 

6 6 0，1 6 9 6 6 0， 1 6 9! 

36，880 6 1， 0 0 0 i 

-21ー

(単位円)

一 一備 考 |
一一

一 一 一

一一

紬山
明支収

三
J

自ヲ

節

建 設改

建 設 費

委託料

十
設 計 委 託 料

'一
雑 工 事 費

-一・

豆巨ヨ王 水 器 費

豆巨ヨ王 水 器 費

有 形固定資産購λ費

備 ロEコロ 費

~也、・i 係 費

手 当

法定福利費

倫消品費

円

U、，
，
ι

本

固定資産売却代金

資

業一

計一

金

金

目

ま

ート

負

金

人
Jl:ニ

出

収

支

入

本 的

款

出
一
款
一
的

支
一
一
一

収



款款 項項 目

償 還 金

企業債償還金

借入金償還金

投 資

そ の 他投資

つ2-

節

印 刷製本費

原 材 料 費

ー一
企業債償還金

借入金償還金

そ の他投資

「

.、-

決 算 額

16， 4 9 8， 7 0 9 

13，0 28， 1 5 0 

1 3，0 2 8， 1 5 0 

19 2，6 0 6 

‘・4

(単位円)

1 3，0 2 9，0 0 0 

一 一
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目白和 46年度 目野市水道事莱貨借対如、表

資産

昭和47年 5月 31日 〈単位円)

の部

1.固定資産

(1) 有形屈定資産

イ土 地

ロ立 木

J、 建物

建物減価償却引当金

ニ構築物

構築物減価償却引当金

ホ機械及び装置

機械及び装置減価償却引当金

へ車輔遥搬具

車轄運搬具減価償却引当金

ト 工具器具及び備品

工兵器具及び備品減価償却引当金

チ建設仮勘定

有形固定資産合計

(2)投資

イその他投資

投 資合計

固定資産合計

2. 流動資産

(1)現金・預金

イ現 金

口預 金

(2) 未収金

イ.営業未収金

口.営業外未収金

ハ、その他未収金

(3) 貯蔵品

イ原材料

ロ.量水器

(4) 前払費用

未経過保険料

流動資産合計

資産 合計

4ス603982 1 4ス603982

2625841 I 2625841 

64P21，026 

3，498056 I 61，122970 

966，428:452 I 

11げ360671846692385 ! 

273682075 

即日2451218627.830 

3863800 

附 220I 2220580 
4695日0

1，513902 I 3~ 81，628 

471，273657 1471.2汚657

! ij，653，348873 i 

299.426 

299A26 

1，653648299 

100000 

2682刀:217I 2紛 7夜17

24964569 

l仰 02

I 2361如?_!_I 49，2581142 

3531.796 

1，714863 I 5246659 

44，474 I 4~74 

322926.792 

l1，976575091 
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負 債 の 苦R
戸一一一-+

3. 固定 負債

(1) その他固定負債

イ 長期借入金

固定負債合計

4. 流 動負債

(1)未払金

イ、 営 業 未 払 金

ロ その他未 払金

2) 前 受金

イ、営 業前受金

3) その他流動負債

イ， 預 b 金

ロ・預 b保証金

流動負債合計

負債合計

資 本

5. 資本金

(1)自己資本金

2) 借 入 資 本 金

イ企業債

資本金合計

6.剰余金

(1)資本剰余金

イ. 受贈財産評価額

ロ工事負担金

資本剰余金合計

2) 利益剰余金

イ.滅債積立金

ロa 利益積立金

ハ・建設改良積立金

ニ，当年度味処分別益剰余金

繰越剰益剰余金年度末残高

当年度純刺益

利益剰余金合計

剰余金合計

資本合計

負債資本合計

1.553889 

23，396851 

115550，615 

115550615 

1307刀011 

悌側伽……jμ仰仰6仰似刀722竺Eつ寸ヤい円lドyy円γ2初加仰仰…01仰附山1吃悩凶24訓4斜4

一三主竺竺坦但2空竺?土一1-1い3訪ωω5附附悶必仰仰仰p限凶2引1i 

1，326，175 ! 

13632000 I 14958P5 

(J) 部

219)67，517 

1 535，318;132 

付
加no 

nu 
n
y
 

zd 
a
q
S
 

7
'
 

a

司.，
必
1

，.

71，470740 

469866f1i5 

1，641，256959 

1，976，575091 

139，466，1日|

2620000 

28900000 

1500∞00 

249日740
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一一有元え一回定
末現在高|

F 

年度当初の現在高|資産の種類

t工土二一一γ地 一
4ス603，9'82 。 。 4ス
2，6 2 5，8 4 1 : 1、

。 。
建 物 63，891，91 2 72史11 4 。 64，621，026 

構 築 物 7 6 0，0 5 3，7 8 7 206，374，665 o-! 9 6 6，4 2 8，4 5 2 

機械及び装置 250，694，520 23，402，878 415，323 273.682，075 

車鞠運搬具 3，7 7 0.800・ 670.000 57ス000 3，863.800 

市戸
3，406.5:7，4 1，802.500 513.544 4;6:95.530 

372，234，827 I .3.20.099.957 2 2 1. 0 6 1， 1 2 7 4 7 1， 2 7 3，6 5 7 

日 04，282.243I 553.07引 14 222，566，994 11.834，794，363 

投資資産

当年度一 1 年度当初現在高 ! 当年度増加額

1 0 6， 8 2 0 1 1 9 2， 6 0 6 

〈
i工二 業 債

1 5ð:~RD ~ ~ Q~ 1;7; 還高(元金) ， 許可年度並び種類 |発待問日| 発千了総額 」ττ ー←」 安償還碕茸

i昭和 33年度政府企業債134.5.29~ 3.000. 
一一一 一一一 -
I I! 3 4 !I 公庫 11 135. 3.20I 5，000.000l 

一一寸ィ 一一一一ーでて~'.__._ r _._ 一一一I一一一一一一一一一一i

11 3 4 H 政府 !I 135. 5.31 1 20.000.0001 687， 6} 4 J. 5，--6Jl.6.901 i 14，393，099 
一一 一一一一一一-

11 3 5 11 公庫 !I 136.3.201. 3.000，0001 230.768 1 2.076.92吐 923，072 
一 一 一 一一-

r-"~3言 H 政府 H 1 3 6. 8.3 1 l' 2スo0 0.0 0 0 1 8 7 0.8 3 5 1 6.6 4 0.9 5 6 1 2 0.3 59.044 
一一一一 ← I 11 3 6 !I 公庫 !I 13ス 3.2 0 ， 6.0 0 0.0 0 0 1 4 6 1， 538 1 3.692，31 0 1 2.30ス690

H 3611 政府 11 137.1 2.25' . 42;000.0001 1， 2 70.696 I 8，975.7451 33(024，255 

!I 39 . .1/政府 !I 14 O. 5.2 91 1 o.000，0001 265， 111f下 74 7， 088-!-9，252~912-1
H 4 0 11 公庫 11 J41. 3.201 40，000.0001 2，000，0001 6，000.0001 34，000.000 

l' 11 4o 11 政府 11 I41. 3.281 92，000.00o ( 1. 4 9 3.5 59 I 4，2 0 8，7 7 4 I 8ス791.226-
L__~~1 11 政府 11 142. 虫30 I 5 0.0 0 0.0 0 0 1 7 5 1. 3 5 2 12出ス2731 4ス882，l27

11 4 1 !I 公庫 11 142.10.181 30，000.0001 1.500.00o 1 2.250.0001 2ス750.000
一 -

fI 42 11 政府 11 143. 5.30!. 1 5.000.0001 0l- 叫 1 5.000.000 

!I 4 2 !I 公庫 ρ 143モ 6.11 I 3 0，0 0 0，0百11.5 0 0，0 0 0 1 1，50日日「ヲ8，50ω00

ι三工Z宝庫 11 14 4. 6.1 1 I 5 2，0 0 0，00 01----一五下 01 52，00函 百
I! 4 3 11 政府 11 14 4.1 0.3 0 f 1 30~OD旦旦旦C~ー--OL-___Qlユ 30，009.... 百五

l I! 44 仁会度 H i455.2?le4100O，oooi o -ιユ亙互主目立
L~~ 4 11 些旦~_Ji5. 7. 3 Oi_z5，000.000L_一一 o上一一_Ql_75，00也 00
l:. ~___!l2__l: 政府 11 μ6.5.261;:87，000.0001 0川 o 87.00か000
lーと一生5 H 公庫 11 14ふ 5.281 46.

u

O 00.000 I 0 ， ..- ": sI' 4ω00.布石
!I 4 5H 縁 故僚 146 ス20115，ooo，oool--iιo0.0 0 0 I 1， 500‘o oD!.-:t3五百万，百5
/1 4 6 11 公庫企業債 14 ス 3.~ 0 1 80，000.0001 0 1 0' 80，000.000 

計 I 19 03; 0 0 0.0 0 b :.. {3， 0 2~J__三01 Q_9_， 0 75.2861 852，924，7 1 4 I 

※上記のほかK起債前借 179，000千円があタます。

金入借期

)

一

長

金一
a

一度

入
)

J

一年

脚

一

位

川

長

一

嗣
発行年月日 |発行制ト 償 淳一金一

1 ，~，~ .，.~~， 当年度償還金 | 償還金合計

昭和 38年 2月1日 I 1 3ι895，7421 3，4 70，5 5 9 I 2 1， 3 4 3，1 2 7 
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陥和 46年度 目野市水道挙莱

利益剰余金の部

I 減 債 積 立金

前年度末残高 1.720.000 

2. 前年度繰入額 900.000 

3. 前年度処分類 。 : 
一一

4. 当年度末残高 2.620.000 

E 利益積立金

前年度末残高 28.000.000 

2 前年度繰入額 900.000 

3. 前年度処分 額 。
4. 当年度末残高 28;900.000 

国建設改良積立金

前年度末残 高 。
2. 前年度繰入額 1 5，000，000 

3. 前年度処分額 。
4. 当年度末残高 1 5.000.000 

一一一
積 立 金 よEコ』 言十 46，520，000 

N 未処分利益剰余金

(1) 前年度未処分利益剰余金 1 8，404.589 

(2) 前年度利益剰余金処分額

減債積立金 900，000 

2. 利 益積 立金 900.000 

3. 建設改良積立金 1 5，000，000 1 6.800，000 

繰越利益剰余金 1，604.589 

(3.1 繰越利益剰余金減少高

固定資産売却差損 50，7 0 0 50.7 00 

繰越利益剰余金年度末残高|
一一一一

1， 5 5 3，8 89 

(4) 当年度純刺益 23，396.851 

当年度未処分別栓剰余金 24，950，740 

-28ー

s 、

剰余金計算書

(昭和46年 4月1日から昭和47年 3月31日まで)

「一 資本剰余金の部

受贈財産評価額 1 

1. 前年度末残高 I 1，71史356

2. 当年度発生高

三当年度処分額

4. 当年度末残高

E 工事負担金

1.前年度 末残高

2 当年度 発生高

3. 当 年度処 分 額

4. 当年度末残高

次期繰越資本荊j余金

。
。

3 4 5，4 0 3，8 1 3 

51，272.1 86 

。

-29-

1.71 9，356 

3 9 6.6 7 5.9 9 9 

(単位円〉

1.719.356 

3 9 6.6 7 5.9 9 9 

398，395.355 
一ーーーーー】ーーー曲目-ーーー由ー.~占ー司-同事ーーー



昭和 46年度日野市水道事業剰与金処分計算書(案)

1. 当年度未処分利益剰余金 24，少 50，740
昭和 46 年 度

2. 利益剰余金処分額

(1 )減債積 立金

(2) 利益積立金

1，200，000 

22，0 0 0，0 0 0 2 3，2 0 O. 0 0 0 

3. 翌年度繰越別益剰余金 1，750，740 日 野市水道事業報告書

nu 
弐》
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昭和 46年度 日野市水道事業報告書

自 ， 次
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1.概況

(1 ) 総括事項

水道事業は昭赤日 33年 5月 31日創設の認可以来第 1期拡張計画、第 2期拡張計画を経て、

昭和 43年 2月28日前記第 2期拡張計画を変更し、百草、高!播台を含めた、浅川南部地区

の開発K併せ水道施設の建設計画を樹てた口

本年は同計画の最終年度に当り、すでK穿成した三沢浄水場系統の配水管布設工事(百革、

落jj I、程久保の一部、並びに南平、田中地区)延長同 75弘~戸250務 15，7 7-3 mを布設、

又都分水を三沢浄水場へ受入れる導水管工事を前年度に引続き施行(延長2.45 3 m持200

務~戸 500傍!)した口

向本年は前I記計画に於いて未認可であった新井、下回、石田地区を始め、 ji I北、大和田地

区等、未認可地区を給水区域に含め日野市全域に水道の普及を計るべく計画した、第 3:ft月拡

張計画(昭和 46年皮~昭和 48年度)の初年度であり、事業は、平山台浄水場施設の一部

(配水池及びポンプ室)を着手並び同浄水場へ受水するための導水管布設工事、延長54 8 

mを施行、更K新井、下回、石田地区へ給水するための配水管布設工事延長3，40 1 mを施

工した。事業費Kついては、第2期拡張変更計画として 29 5， 1 0 6千円、第 5期拡張計画

として、 191，51 4千円を消化した。向水道の普及状況は供給施設の拡充Kつとめた結呆本

年度の実績を過去3ヶ年と比較すると次表のとおり普及率及び配水量の向上を示すにいたつ

た。

年度末 年度 末
普及率

年度末 一日平均

総戸数 給水戸数 総人口 給水人口 配水量
増加率

配水量

43 
2Z595517F1 l 勺1 15，467戸

4ゑ2% 84.133人
聞 781国%

4，309，43伽3 100 % 11刀 4m3 

44 29，935 I I 6，038 53.6 91，075 60，104 i 66.0 5，092β41 118 13953 

45 33，57i I 20，056 5安7 101，320 73，460 1 725 6.412797 1.49 1ス569

46 35，707 I 21.998 61.6 107，465 79，002 i 735 7，634，060 177 20，915 

位)議会の議決事項につL、ては下表のとおりです。

仁喜善番号 件 名 提出年月品 i議決年月日

1 6 昭和 46年度目野市水道事業会計予算 4 6. 3.1 0 I 4 6. 3.2 6 

63 昭和 46年度目野市水道事業会計補正予算(第 1号) 4 6. ス 9 4 6. 6.1 4 

85 昭和46年度目野市水道事業会計補正予算(第 2号) 4 6. 9.1 6 4 6. 9.29 

105 昭和 46年度目野市水道事業会計補正予算(第 3号) 4 6.1 2. 9 4 6.1 2.2 2 

7 昭和 46年度目野市水道事業会計補正予算(第 4号) 4 7. 3. ヲ 4 7. 3.1 8 

-34-

(3) 議会の認定事項については下表のとおりです。 都足 4 

議籍号 件 名|提出包旦 i剥奪三月13_1
79 昭和 45年度目野市水道事業会計才入才出決算! 46虫 16 I 4 6. 1 2. 2 2 I 

注:その他議会報告事項として水道事業資本的収入支出のうち建設改良資について 5512000

出;;i:正ι6 11 3 

3 I 9 

計 昭 和 46年度 7 I 8 115 1 9 一2一5→132121 012118 131149 

昭和 45年度 6 1 6 112110 23 I33 1 2 1 0 1 2 1 18 1 29」乙
減 I 1 1 I 2 I 3 161 I 0 ム110101 010 1 212-

(t) 
併←料金その他供給条件の設定変更に関する事項は下記のとおりです。

該当事項なし

. 

‘-3.5ー



事

46. 9.1 0 473，000 

都道154 0 '137号線及び田中地区外8地内配水本管布設工事 146. 呪17 11 2 8，2 0 0，0 0 0 

都道 154号。 13 7号線道路復旧追加工事 I 46.1 1. 1 5 I I 6，084，00 0 

(2) 給水エ事申請書受理数

(3) 給水工事完了数

8月

2 2 

2 2 

-'-36ー

11 

6，1 54 m< 

下回、新井、谷イ中山、日野台、四ツ谷下、平山

盆ム~1.2!~I._ 一一一一一一一一一

北広門、石田、川北、 平山台 1，566m

配水池 .5.00071i' 1池、ポンプ室、導水管

新井橋添架、南平、北広門、 多摩平、四ツ谷下

己03m
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3.業務

業 務量 昭和 46年度の業務統計は下表のとおりです。

問十久分区¥ 分|各月末 配水量 用
一 一一 一一

一一一一一一一一一一一 一一一一一一有収水量 一般 用
除勧jく戸数給水人口 総量 一日最大時間最大 一日平均

件 数 水 量
回一ートー

4 20，164 73，962 593.518 21，809 1784 1ヌ783 490，237 1呪958 452β23 
一一トー -ート一一一一一一一一

5 20;327 74，418 628.367 22504 1792 20，270 523，926 20.0 17 48ス046
一一 一一

6 20，506 74.883 639，384 23.399 21，313 551.189 20，385 508.188 

7 10564 75033 721.160 26726 2093 23.263 589，386 20，442 544.111 

8 20日56 75792 7 t司506 25990 2.031 23.210 62史953 20730 582，841 

9 20，943 76DI8 633.453 25587 2.042 21.115 604，426 20日16 560，926 

1 0 21，319 76.995 618.057 22257 2.015 19，937 562.419 21.083 523.155 

一一ト一一一一ーーーー一一ー一一ーーー一一ー一ー一一ヤーー ー-+- ート一一一一一一一
21 .33 .~ 77，030 601，620 21，372 1，999 20D54 524，585 21.096 48ス571

ト一一一一一一一一一ー 一一ト一一一一一一
21.672 7ス902 63司942 24.004 1.975 20p43 532;341 21，529 49ス477

21~う86 7ス938 595941 21.185 1.906 19.224 546.94 1 21，541 512503 

一一一一トー 一一寸一2 21.928 78，814 586β52 20236 I 515272 21，785 <182.105 

一 一トー一一一一一一一一一一一一一一一一一一 トー-一一一一一一 一一一ー一一トー一一一ーーーーートー一一一一一一
5 

一一
百十

一一
4同一変

増減

比率

21，998 7呪002 656260 21，982 ! 1，960 

十一ーー
21.998 79，002 7，634，060 26，726 2.093 

20.056 73.460 6，412797 21.624 1673 

1.942 5，542 1.221.263 5.102 420 

109.6 10ヱ5 119.0 1235 125.1 

I 

給 水 収益 20 0，24 9，4 6 1円
供 給 単価

有収水 量 6，5 8 5，1 6 1 1fL' 

21.170 I 514，486 

20，915 6，585，1 ~ 1 

17.569 5fl9ス848

3，346 1!l8ス313

119.0 119.7 

3 0円41銭

総費用 22ス87矢631円 一 受 託工事賢 31.085.23 6円

21β52 476.086 
-ー 一一一ー一一

21.852 6，114β32 

四一一一・
1呪616 5D70，826 

2236 1.044.006 
一一

I 11.3 120.5 

給水原価 = 29円88銭
有収水量 6.585.1 61 m" 

--38-

一

トー‘

r( 

トー

• 

途 男IJ

竺業用 | 官公署学校 |臨時用 | その他 |無収水量| 有収率

In0C! 
‘VLU  

水 量 |件数|水量|件数 |水 量

60 15710 18 I 5892 I 329 i 518 

150 I i I 63 I 20590 17 701 

16.090 I 65 

18，3'28 I 65 

19，405 

18.688! 70 

18.893 I 71 I 18894 

12;497 I 76 

198.123 I 76 I 250f183 

28.609 12 16.223 

1128 1 16C.0 985 

-ーーーーーーーーーーー..L-白ーー--

-39ー
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4. 会計

事業収益K関する事項は下表のとおりです。

|比
昭和 46年度(B) 卜一一一

較

B/ AX1 0 G(%) 

11 8.7% 

1 1呪5

1 1 1. 9 

124.7 

100.5 

123.0 

101.7 

27.5 I 

1 18.4 I 

円

Y

A

-
-

n
y

ノ

0

7

J

λ

斗

つ』

OL吋

広
J

n

斗

ス

叫

司

L

n
o
n
U
 

4.
円

u

n
J
ι
η
L
 

nγ' 
F
D
 ヲ。

ZJV 
Q
υ
 

に
JV

『ノ'川
正
U

A

・・

3号080.181 

32.666.1 02 

3.638，1 77 

2.7 75，902 I 
1 5，504 I 

423:1 72 I 

8，192 i 

6 41 5，860 I 

3 9， 0 9 5.6 8 5 I 

益

息

料

入

収

t

一計

栄
一
益
利
ま
口
一

踏
一
双
Z
受
収
一

ム
併
μ
一

官

M
.
7
K

一

の
一
外

q

一

そ
一
定
受
徴
雑
一

一

言

一

合

一
戸
島

『

δ

只
d

一Z
J

0

5

一
8

RJV

只】一

A
U

'
'
-
，
 

6

6

一
5

0

0
二
2

4

1

0
ノ
一

or

.
，
 .
.
 

4

5

一
2

弐
V

4

1

1， 8 4 1. 4 4 4 I 2.2 6 4，6 1 6 

4 9 3，5 0 4 I 5 0 1，6 9 6 I 
573，231 I 1 5ス371

21 2.1 80，797 I 251，型 型 仁

ロ:トて
|営業費用

人件費

経

r-ーー一一ーー‘

昭和 45年[f;uA) 昭和 46年度.(B)
比 較

増減(斗 i B/AX10倒的

円11712幻 6 1 Oス915，360 22.202.7 8 4 1 1 5.2 % 

52.885，275 66，500，452 1 3，61 5，1 77 1 25.7 

ヰ ，.26，58司687 32.678，4 59 6，088，772 122.9 

白 26，295，588 3，3，821，993 ス526，405 128.6 

58，80ス666 62.364.534 3，556，868 1 06.0 

安 1 9， 84 8，5ヲ6 24，354，21 4 4，505，61 8 122.7 

妻 1，282.71 0 6 5 0.7 2 4 ! ~ 6 3 1，9 8 6 50.7 

を 1 2.1 91，01 5 1 5，228，36 ス349 124.9 

由 25，485，345 86.8 

34，01矢635 39.050，374 1 5，030，739 I 1 4.0 

49，972.240 5 9， 9 6 4，2 7 1 I 9，9 9 2.0 3 1 120.0 

49，972.2 40 5 9，9 64，2 7 1 I 9，9 9 2.0 3 1 120.0 

。 。
1 95，684，81 6 227，87ヌ631 32.194，815 11 6.5 Li;二主

(注) 減価償却費に資産減耗費を含台。

-40ー
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3 ) 企業僚及び一時借入金の概況は下表のとおりです。

企業債 400 1 1 1 i 

一時借入金
→ 

前年度末残高 7 8 5，9 5 2.8 6 。
本年度借入高 2 5矢口 o u，O 0 。
本年度償還高 1 3，0 2 8，1 5 。
本年度末残高 ¥ 0 3 ¥ 9 2 4， 7 1 4 。

-4 iー
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